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研究成果の概要（和文）：成人の音声母語話者にとって，第２言語としての手話言語習得は容易でない。手話言
語の言語適性（言語学習での成功を予測すると考えられる特定の能力）は音声言語と同じく，言語分析能力，音
韻的能力，記憶力，ワーキングメモリといった要素が想定されるが，音声言語とは異なるモダリティを使用する
M2L2の側面が注目されている。本研究においても先行研究による知見と同様に，L２日本手話学習者では緻密な
手話の音韻判断を行うのは難しいことが示された。また学習初期の段階で，知覚運動協応，調音スピード，手話
の視覚空間・心的回転などの困難といった個人差が観察され，これらは音韻的能力が影響していると考えられ
た。

研究成果の概要（英文）：For adult native speakers, learning sign language as a second language is 
not easy. The linguistic aptitude for sign language (specific abilities that are thought to predict 
success in language learning) is assumed to be based on factors such as the ability for linguistic 
analysis, phonological ability, memory, and working memory as with spoken language, but aspects of 
M2L2 that use modalities different from those of spoken languages are attracting attention. In this 
study, as in the findings of previous studies, it was shown that it is difficult for L2 Japanese 
sign language learners to make precise phonological judgements of sign language. Further, in the 
early stages of learning, individual differences such as difficulties in perceptual motor 
coordination, articulation speed, and visual space and mental rotation in sign language were 
observed, and these were thought to be influenced by phonological ability.

研究分野： 特別支援教育

キーワード： 手話言語　言語適性　第２言語習得理論　日本手話

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
手話言語に関する言語適性研究は，音声言語に比較して非常に遅れており，また手話言語教育・手話通訳教育
は，教育学的／心理学的バックグラウンドを持たない指導経験に基づいて直感的に行われていることが多い。本
研究では手話言語版MLAT（現代言語適性テスト）の開発には至らなかったものの，「言語適性」を切り口にL2手
話学習者の習得の様相の一端を明らかにしようと試み，効果的な手話言語教育・手話通訳教育のあり方に示唆を
与えた学術的意義・社会的意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 日本手話を始めとする手話言語は，独自の体系を持った自然言語であり，音声言語に匹敵する
複雑かつ精緻な言語構造を兼ね備えている。聴覚特別支援学校教師や通訳者など，ろう児・者の
教育及び支援の専門職を目指そうとする者は，熟達レベルの手話言語を習得する必要があるも
のの，成人の音声言語母語話者にとって，第二言語（L2）としての手話言語習得は容易でない。
例えば，Jacobs（1996）は，英語母語話者にとってアメリカ手話（ASL: American Sign Language）
の習得難易度は，中国語や日本語と同じく，カテゴリー4 に相当し，1,320 時間以上の学習時
間，平均 6～15 年の期間を要すると見積もっている。 
 典型的な手話言語習得プログラムは，90～240 時間程度で設定されていることが多い。手話言
語習得プログラムを修了した者の一部は手話通訳者養成プログラムに進むが，プログラム開始
時，受講中，修了時のいずれの段階においても，受講生の手話言語スキルは総じて不十分であり，
通訳訓練にあてる時間の多くを，手話言語習得の指導に費やさなければならない（Shaw et al., 
2004 など）。我が国では，手話通訳者を目指す者のほとんどが，厚生労働省の学習指導要領に基
づいた「手話奉仕員及び手話通訳者養成カリキュラム」において日本手話を学習し手話通訳トレ
ーニングを受ける。しかし，公的資格である「手話通訳士」の認定試験の合格率は低く（2019 年
度は 11.0％），合格には学習開始から平均 10 年を要するなど，日本手話学習・通訳養成の指導
が成功しているとは言い難い。現役の手話通訳者についても，通訳スキルに比べて言語スキルが
低く（中野他，2017；中野他，2019 など），その背景には手話言語習得の不十分さがあると考え
られる。 
 このような現状を鑑みるに，なるべく短期間で高いレベルの手話言語習得を実現させるには，
学習者個人の手話言語適性を把握し，適性プロフィールを考慮した効果的な教授法を探ってい
く必要がある。 
 
２．研究の目的 
 先天性障害など特別な場合をのぞいて，第一言語習得（FLA）は，ほぼすべての人が流暢な母
語話者となるのに対し，第二言語習得（SLA）では，最終的な到達度の目標を母語話者並みとす
ると，ほとんどの場合は失敗に終わる。そして，同じ教授法・学習環境下であっても L2 の熟達
度は学習者間個人差が大きい。この個人差を大きく左右する要因の 1 つとして言語適性があげ
られる。言語適性とは，「言語学習での成功を予測すると考えられる特定の能力」である。言語
適性は特に臨界期を過ぎた年齢で言語学習を始める学習者にとって，L2 の学習開始年齢の次に
重要な個人差である。 
本研究では学習者の手話言語適性を把握し，適性プロフィールを活かした効果的な日本手話

習得指導につなげるために，手話言語版 MLAT（Modern Language Aptitude Test：現代言語適性
テスト）の開発とその活用について検討することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
１）成人音声言語母語話者の L2 手話習得の適性に関する文献的検討 
音声言語と手話言語における言語適性研究を概観し，成人の音声母語話者が教室環境におい

て，L2 として日本手話を学ぶ場合の言語適性要素について，主に認知的要因の観点から考察し
た。 
 
２）日本手話学習者における複合語の音韻変化の適切性判断に関する実験的検討 
日本手話は手型・動き・位置に基づく音韻構造を有している（原，2020・2021 など）。日本手

話学習者を対象として，日本手話の複合語における音韻変化の適切性判断に関する実験的検討
を行った。 
① 対象者： 
厚生労働省手話通訳者養成カリキュラムを満たしている A 大学の手話通訳教育の授業の受講

者 10 名。平均年齢は 20.3 歳（SD=0.63），手話学習歴の平均は 1.8 年（SD=0.48）。 
② 刺激： 
乗松ら（1998）に基づき，第一要素と第二要素の音節構造の組み合わせによる 9つのタイプの

複合語について各 6語ずつ，合計 54語の複合語を『すぐに使える手話パーフェクト辞典』から
抽出し，正刺激とエラー刺激の両方を含む刺激を作成した。 
③ 刺激動画の作成： 
問題１問における刺激動画の構成は，問題番号と複合語の日本語の意味の文字提示 2秒，選択

肢 Aの複合語表出，インターバル 2秒，選択肢 Bの複合語表出，解答記入時間 11 秒とした。手
話の表出は日本手話ネイティブが行った。作成した刺激動画は 10 問ずつに分け，web ブラウザ
に埋め込んで自動再生されるように設定し，動画提示用の URL を作成した。 
④ 手続き： 
Zoom で実施した。対象者はチャットで示された刺激動画の URL にアクセスし，選択肢 A と選



択肢 B を比べて，手指の動きがより自然であると感じられる方を直感で選び解答用紙に記入し
た。解答用紙は実験者の指示に沿って写真を撮影し送信させた。実験者はすべての対象者の提出
が済んだことを確認したあと，次の 10 問の刺激動画の URL を Zoom のチャットで配信した。 
⑤ 倫理的配慮： 
本研究の実施にあたり，研究の目的と内容，授業の成績評価に一切影響しないこと，研究結果

の公開は個人を特定できない形で行うこと，得られたデータは本研究のみに使用すること，参加
は本人の自由意思であることなどを，Google オンラインアンケートフォームにて提示し，研究
協力の意思表明の回答を以て，本研究への参加の同意が得られたものとした。 
 
３）初期の日本手話学習者における語彙習得の予備的観察分析 
① 対象者： 
2021 年前期に行った A 大学の日本手話教育の授業の受講生 52 名。同授業の受講生は 59 名だ

ったが，研究協力への同意が得られなかった者 4名，受講前に手話学習の経験がある者 2名を除
外した。 
② 授業の概要： 
授業は学期を通して Zoom で行われた。日本手話の習得に関わる演習形式の授業であり，週 2

コマ（1.5 時間/1コマ）受講する必要がある。授業は文法シラバスに基づいて行われた。初めに
1 人の教員からその日に学ぶ文法についてキーセンテンスや例文を提示しながら解説が行われ
たあと，4人の教員のブレイクアウトルームに分かれて，文法演習やキーセンテンスを使った言
語活動が行われた。教員主導型の授業であり，受講生は教員の手話表現をお手本にしながら手話
を表出することが多かった。また，毎週 50 語の単語学習が宿題として設定されており，受講生
は動画を見て単語を覚えたあと，音声で示される単語を聞いて手話を表出し撮影して提出した。 
③ 手続き： 
Zoom の録画機能を利用して収録された毎回の授業の映像を分析対象とした。また，宿題は

Google ドライブを使用して提示・提出されており，これらの提出物についても分析対象とした。 
④ 倫理的配慮： 
本研究の実施にあたり，研究の目的と内容，授業の成績評価に一切影響しないこと，研究結果

の公開は個人を特定できない形で行うこと，参加は本人の自由意思であることなどを，Google オ
ンラインアンケートフォームにて提示し，研究協力の意思表明の回答を以て，本研究への参加の
同意が得られたものとした。 
 
４．研究成果 
１）成人音声言語母語話者の L2 手話習得の適性に関する文献的検討 
 手話言語も自然言語であることから，言語分析能力，音韻的能力，記憶力，WM といった音声
言語の適性研究で挙げられているような構成要素とほぼ共通すると予想される。このうち，SLA 
としての手話言語学習において最も注目されているのは，音韻的能力である。なぜならば，音声
母語話者の手話言語学習の難易度が高い要因のひとつとして，手話言語は，母語の聴覚─音声モ
ダリティではなく，視覚─身体動作モダリティを使用するバイモーダル L2（M2L2）であること
が影響していると考えられるからである。先行研究の結果からみて，成人の音声母語話者の L2 
手話言語学習の初期段階で音韻処理能力が大きく影響することは確実とみてよいであろう。音
韻処理能力は，言語処理過程においてインプット段階に関連する能力だが，M1L1 で経験のなか
った新しいモダリティへの適性がいかに重要であるかということを示している。そのため，これ
らの適性要素は，手話の音韻サブコンポーネントと同じく，視空間的・運動的な認知処理を伴う
形で測定される必要があると考えられる。しかし，手話通訳養成プログラムや聴覚障害児・者の
教育・支援専門職養成では，かなり高い熟達度の手話言語スキルが，限られた期間内の学習到達
目標として求められており，言語処理のインプット段階にあたる音韻処理能力のみがその到達
度を説明できる予測的変数とは考えられにくい。Quinto-Pozes（2005）は，ASL の流暢さには，
CL（Classifiers），RS（Referential Shift）， 空間の使用や NM（Non-Manuals）といった言語機
能が組み込まれており，これらは音声言語にはない視覚空間・同時的な言語形式や文法的要素で，
成人の音声言語母語話者にとって特に習得が難しいと述べている。このような視覚空間的・同時
的な言語形式の最終到達度を予測するには，学習者の言語学習を言語処理と同一のメカニズム
として捉え，インプットからアウトプットに至るまでの情報処理過程との関連において適性の
構成要素を検討していく必要がある。 
 
２）日本手話学習者における複合語の音韻変化の適切性判断に関する実験的検討 
 正答を１点とし，各対象者の正答数および正答率を計算した。全体の平均正答数は 49.0（SD
＝3.1），正答率は 90.7％（SD＝13.6）であった。平均正答数の 49.0 を基準として，成績の上位
群と下位群に分けたところ，上位群６名，下位群４名であった。上位群の正答率の平均は 95.1％
（SD＝0.02，中央値 94.5％），下位群の正解率は 84.3％（SD＝0.03，中央値 85.2％）であった。
全体的な正答率の高さは，対象者らがすでに平均 1.8 年の手話学習歴を有しており，手話の語彙
に対して，日本手話の音韻構造に基づいた処理や語彙－意味の処理を行なう段階に達している
こと，またＡ大学の手話教育プログラムを受講する学生の中でも，比較的手話スキルの高い学生
であったことが考えられた。 



 しかし，複合タイプ別に上位群と下位群で正答率をみたところ，第一要素，第荷要素ともに動
きの繰り返しがない複合語において，タイプ１のＡ＋Ａ（U＝3.00，p＜.05），およびタイ 
プ７の AB＋Ａ（U＝2.50，p＜.05）では，上位群が下位群よりも成績が高く，下位群の対象者に
とって，動きの繰り返しがないタイプの語は，音韻変化の適切性の判断がしにくいと考えられた
（図 1）。 

 
図 1複合タイプ別にみた上位群と下位群の正答率 

 
 
 また，エラー刺激のタイプ別に上位群と下位群で
正答率をみたところ，上位群では，強化エラーが含ま
れる場合と，弱化エラーのみの場合で有意差が認め
られた（U＝2.50，p＜.05）。下位群では，強化エラー
が含まれる場合と，弱化エラーのみの場合で有意傾
向が認められた（Z＝－1.826，p＜.10）。すなわち，
上位群であっても，弱化エラーが強化エラーに比し
て見分けにくかったと考えられた（図 2）。 
 

図 2 エラー刺激タイプ別にみた上位群と下位群の正答率 
 
 これらの結果は，日本手話の習得において，比較的高い言語適性を有していると思われる学習
者であっても，日本手話ネイティブ同様に音韻変化の適切性の判断を行うことが難しい可能性
を示唆していると言えよう。 
 
３）初期の日本手話学習者における語彙習得の予備的観察分析 
 分析対象とした授業は，すべてオンラインで行われており，2次元で捉えにくい奥行き感のあ
る動きや手型を含む手話単語について，教員は角度を変えて示す必要があった。こうした配慮は，
学習者が手話の音素を習得していくに連れて減っていった。 
 学習初期において，知覚運動協応，調音スピード，手話の視覚空間・心的回転などの困難とい
った個人差がみられることが多いとされている（Gomez et al., 2007 など）。学習が進むにつれ
て対象者らにみられたこうした困難は減っていくものの，10％程度は困難が消失することなく
継続していた。これらの学習者においては，新しい語彙の習得に時間を要し，また語彙の表出に
おいて特に手型や動きのエラーが多くみられた。一方で，当初からそうした困難を全く示さない
学習者は全体の約 30％程度みられた。これらの結果から，学習初期において音韻的能力という
言語適性が大きく影響するのは，手話言語においても同様であると思われた。 
また，語彙の習得がスムーズな学習者は，教員の手話のシャドーイングを正確に行うことがで

きており，運動 STM（Short-term memory）と視空間 STM が手話の語彙学習の予測的妥当性を有
している（Martinez & Singleton, 2018）とする先行研究の結果に重なる現象であると思われ
た。 
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